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研究成果の概要（和文）： 　魚類における複数の社会的認知能力を解明し、脊椎動物の認知能力の起源につい
て検討してきた。顔認識、自己鏡像認知、意図的騙しに関して研究を行ったなかで、顔認識については大きな進
展があった。本研究で、さらに２種のカワスズメ科魚類で顔認識していることが明らかにできた。さらに、顔認
識ができる魚種では出会った相手の顔を最初にかつ頻繁に見ることを独自の実験装置を用い実証検証を行った。
これは、魚類ではじめての確認である。また倒立効果も既知個体の顔模様だけに確認された。このことは、顔認
識の系統進化が魚類にまで遡り可能性を示唆しているし、さらにほ乳類で知られる「顔神経」が魚類にも存在す
るとの仮説を提案した。

研究成果の概要（英文）：　We studied social cognitive abilities of fishes, such as mirror self 
recognition , facial recognition and tactical  deception. Among these studies, studies on face 
recognition in fish were greatly advanced. We revealed face recognition in two other fish species, 
now face recognition are confirmed in three fishes in the world. In primates and social mammals that
 communicate by face recognition, animals observed the face of opponents. We found the fish with 
facial recognition watch the face of other conspecifics initially in the first encounter and 
subsequently so. These will be innate behavior, and behavioral pattern facial recognition is similar
 to that of mammals. Notably, 'Inversion effect' on familiar face is confirmed in a ciclid fish. 
From these findings we propose the hypothesis that fish that perform face recognition will have '
face neuron' like primates and sheep that have the face neuron. By this neuron, fish will be axle to
 detect face of predatory fish and take advantage.

研究分野：比較認知科学
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１．研究開始当初の背景 
 
 顔認知、自己鏡像認知、意図的騙しなど高
次の社会的認知能力は、霊長類や社会性ほ乳
類、一部の鳥類では確認されていた。しかし、
このような能力が魚類など下等脊椎動物に
はあるとは思われていなかった。複雑な社会
や社会関係が魚類でも確認されはじめ、そこ
では高い認知能力が予想された。しかし、魚
類での認知研究は世界的に見てもほとんど
なされていない。 
  
２．研究の目的 
このような背景のもと本課題研究では、社会
性魚類の社会的認知能力の検証を目指した。
具体的には、顔認識様式の確認、自己鏡像認
知の可能性、意図的騙しの可能性について、
検証を試みた。 
 
３．研究の方法 
 社会性魚類として、協同繁殖が知られるタ
ンガニイカ湖のプルチャーと高い認知性が
予想されるホンソメワケベラを対象とし、適
宜開発した実験装置を用いて、さまざまなサ
イズの水槽での飼育実験を遂行していく。 
 
４．研究成果 
 
 顔認識 
 視覚により個体識別することが知られて
いたプルチャーで実施した顔認識能力で、本
種が個体毎に異なる顔の模様だけを用いて
個体識別することが世界に先駆けて確認さ
れた。この成果はすでにオープンジャーナル
POLS ONE に掲載され、マスコミで大きく報道
されるなど、内外で大きな反響を呼んだ。こ
のほか、ペア繁殖するデスカス、やはり共同
繁殖するジュリドクロミスでもまったく同
様な顔認識が確認された。 
 プルチャーの成果では、本種が 0.5 秒以内
に既知個体と未知個体を区別できることも
示唆することができた。本種の個体識別にお
ける顔認知が霊長類やほ乳類と似ているこ
とを受け、顔認識における「倒立効果」を検
証した。既知個体と未知個体の側面の顔写真
を正立と倒立状態で示し、注目する時間を計
測したところ、正立では未知個体を有意に長
く注視したが、その効果は倒立ではでなかっ
た。しかし、顔以外のものでは既知、未知の
ものではこの差異は出なかった。このことは
本種の顔認知における倒立効果を示してい
る。顔認知における倒立効果が魚類にも存在
することはまったく予想もされておらず、そ
の成果の意義は極めて大きい。このことから、
我々は魚類における「顔神経」に関する仮説
の提唱を行った。ヒトの２つの顔神経回路、
「皮質回路」と「皮質下回路」のうち、後者
が魚類段階で出現したとの仮説である。今後
はこの仮説を認知の面から検証することが
課題である。 

 自己鏡像認知ではホンソメワケベラを用
いた検証実験により、９匹中６匹でマークテ
ストに合格することが確認され、類人猿やゾ
ウやイルカと同等の能力があることが確認
された。現在この成果の投稿中である。 
 
その他、なわばりの紳士協定における個体認
識やしっぺ返し戦略、互恵的利他性などでも
画期的な成果が得られた。 
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